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1．研究 の背景 と目的 2 ．研究方法 と流れ

　日本の 都市安全計画は 、 大災害の 歴史 と共 に 発展 して

きたとい っ て も過言で は な い。閧東大震災 は近 代的 な 都

市計画劇度成立直後の
一

大事業で あ り、多くの 試み が 特

別 都 市計 画 法 の 下 で 行 わ れ た。また 、戦災 復興 も 同様の

法の 下．全国 115 都市で 実施され都市計画 技術を広 め る

と同時 に．都 市 計 画 の 一般 的認 識 を高 める こ と とな っ た。
一
方、繰 り返 し発 生 する 大災害 に対 して ．救助 ・援助法

制度の 確立が叫 ばれ 、南 海地 震後の 1947年 に災害救助法、
伊勢湾台風後の 1961 年に災害対策基本法が制定され た。
　こ の よ うな 中で 、都市を対象と し た災害事例．特に 復

興 計 画 に関 して複 数 事例 を歴 史 的 に 系統 立 て て 論 じ られ

て い る研究は極めて 少ない 。 この 理 由 と して ，復興 計 画

や 復興 事業がそ の 時代や都市に よ る 個別性 に 強 く彬響 さ

れて い る、とい う こ とがあげ られ る。と こ ろ が、近 年の

阪tw　・淡 路大 震災 の 復興過程を見て い る と、数十年前の

災害事例と酷似 した災害被害状況 、復 興過程 に おけ る 問

題 点 の 顕 在 化 が指 摘 され “ ）．過 去 に 述 べ られ て い る 問

題点が未だ解決で きて い ない の と同時 に．こ の 都市復興

過程 にお い て ．時 代や 都市の 相違を超 え た共通性が 存在

して い る ことが搓測される，
　本研究で は災害 に よ っ て 、 特 に 火災被害 を 受けた都市

の 復興 事例 を対 象 に して、都市 計画 的 な変 遷 、都 市 と災

害の 関係 を歴 史的 に整理 し、そ の 時代 や都市形態に よ る

復興計画 の 相違や 被害度に よ る 復興 の 進 展状 況、都市性

に よ る 問題の 表れ方 の違 い な どを 明確 にす る こ とで ．災

害復興計画の 共通性 と特殊性を 明 らか に す る ，さ らに 、
それぞれ の 計画内容から復興計 画 を考慮す る 際に必 要 と

思 わ れ る要 素 を抽 出 し．今後 の 復 興 計画作成 に 役立 て て

い くもの とする e

　過去 に地 震火災 また は大火 を受 けた 都市の 中か ら、資

料 と して 後興計画の 分析を行 うに 値 す る十 分 な 質 及 び 量

のあ る事例を ピ ッ ク ア ッ プする 。 こ こ で は都市計画と 防

災計画の 関係を 見 る 上 で 、歴 史 的 に 最 も重 点が 置かれ た

市街地延 焼火 災に 焦点 を 当て る。ただ し、関東大震災事

例 と戦災復興事 例は、規模が 非常に 大規 模 で あ る こ と，
多くの 研究が 個別に な され て お り参考 とな る 研究結果 が

出 され て い る こ と、等 の 理由から対象か ら外 して い る。
　復興計画 に関 して は、そ の 計画 内容 、事 業内容 もさ る

こ とな が ら、計画策定過程や 住民 との 関係、以 前の 災害

歴、都市行政 との 関わ りと い っ た点 に も着 目す る。ま た、
そ の時代背景や 社会的動向も視野に 入 れて、そ れぞれの

比較を行 っ て い く。
　各都市 の 詳細な 情報に つ い て は 、 そ れぞれの 災害復興

誌や 市史，町 史お よ び当 時の 新聞な どか ら丹念 に得る も

の とす る。す で に い くつ か の 災害事例 に関 して は、個別

に 研 究が な され て お り．それ ら を参考 に情報 を整理する ．

　次 に こ れ ら を並 列 的に 比較し．各事例 の 特微 を体系 的

に 整理す る。同時 に、そ れ らの復興計画が実施 され る に

あ た っ て 、計画を 規定 した要素や促 進 した要 素な ど．特

徴を決定す る要 因 に つ い て考察を加え る 。 また、 そ れぞ

れ の 計画 にお い て どの よ うな防災手 法 が行わ れ て い る か

を 比較 し．日本の 都市計 画 と 防災計画 の 鬨係 が どの よ う

に移 り変わ っ て い る の か を把握す る 。
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3 ．災害事例と都市計画史の関係
1 ）

　江戸 時代以薗から大火 を繰 り返 して きた 日本に お い て

都市計画 の最重要課題 は都市防災 （特に 防火） で あ り、
災害復興計画を契機と した 構造的都市改造 が 日本の 都市
を作 り替 えて き た。中で も全国に 非常に 大き な影 響 を与
えた都市計画 と災害 の 関連 した 亊 例は、匸923 年の 関東大
震災に よ り被害を受けた 東京 ・横浜の復興計画 と 1945年
以降の 戦災復興都市計 画 で あ る 。こ の 2 つ の 災害復興 と

新都市計画法制定 によっ て，災害史 と都市計画 史の 特徴 を

次の 4 つ の 時期に分割 して 見る こ とが で き る 。

（1） 都市計画制度の確立　 （1919〜194Sの 約 25年間）

　1919年に都市計画法が制定され，日本 にもようや く近
代的な 都市計画手 法が 取 り入れ られ た。関東大 震災 の 復

興 に よ り、様 々 な計画理論 ・技術 ・デザイ ンが確立 され

後 の 都市計画 の 流 れ の 基幹とな る。しか し，都市計画 手

法が 全国 に展開する に は時 間が か か り．十分に行 き渡 ら

な い ま ま戦災へ と 向か っ て しま う。こ の 期 の 復興計画 の

特徴は、大都市だけ でな く比較的地方の 都市で も先進 的

な 取 り組み が 行わ れて い る こ とで あ る 。

（2）　災害対策制度の 確立　　 （1946〜1965の 20年間 ）

　戦後 ！947年 に 災害救助法が 制定 され．災害時 に おける

実質的な助成や対策につ いて 定められた。さ らに 1961年
に ｛尹勢湾台風を機 に災害対策 基 本法 が 制定 され．災害に

対する 法律が体系化 され た 。 この 期間に は多 くの 大 災害
が 生 じて お り、特 に 地方都市にお ける 都市大火 が 頻発 し

た 。 こ れは戦争後で 消防能力が 著 し く低下 して い た こ と．
戦 災 を 免 れ た地域 で は区 画整理 が 行わ れ ず木造バ ラ ッ ク

などが残 っ て い た こ と、などが原 因 と して 挙 げ られ る 。

こ の 期の 復興計画 の特微 は、道路幅員の 大幅拡 張．緑地

帯を防火帯と して 設定、都市内の 空 地 の 計画 な ど積極的

な都市計画対応が い くっ か の 都市で 見 られたこ と で あ る 。

（3）　新都市計画制度の導入 〔1966〜19S5の 20年間 ）

　1968 年に新都市計画法が制定 され、市 街 地 の 区 画整

理 ・都市計画事業が全面的に改良 され ．都市計画は新し

い 時期に 入っ た 。 日本経済の 発展 と共 に超巨大都市 の 出

駄 地方都市へ の 人 口 密集、交通問題 な ど多 くの 都市問

題が 顕著に な っ たが、具体的な対応が遅れ問題を増長 す

る結果と な っ た e しか しなが ら、都市再開発法の 制定な

どに よ り、旧市街地の 改革は進み 、特 に幹線道路を 始め

道路網 の 整億に 伴 い ．狭 小 な宅 地 ・街路が徐 々 に解消 さ

れ て い る 。 また 、 さまざまな 計画 事業の 中で 住民参加が

体系化され た時期で も ある 。

　こ の 年代は消防能力が 上昇 した こ とで、都市大 火 が 激

減した 時期で ある。そ の中で生 じた 酒田大火は非常 に イ

ンパ ク トが 大 き く．現代都市 に お け る 大火 災 の 危険性が

まだ十分 に存在 して いる こ とを改めて 示した災害で あ る。

（4）　現 代　　　　　　　　　　　　　（1986以降｝

　科学技術と都市計画 の 融合 した 防災計画が叫ばれ る 中、
地方自治体は新しい 宅地の 開発 ・豊か な都市 環 境の 整 備
に重 点を 置い て 計画 を行 っ て き た。結果、1日来よ り残 っ

て い る 木造市街地が都市部 に 存在す る な ど、街 区 構成 に

多くの 矛 盾を抱え た都市が増加 した 。 この ような多用 な

空 間 に 対応す る た め、任意の事 業手 法が 多様化され．
「修復型ま ちづ く り」 が 盛ん に 行われ て い る。一

方、交
通 手 段の 発達 と共 に 道路交通の 重要度が 増 し．ライ フ ラ

イ ンや 情報ネ ッ トワ
ー

ク施設 などが 発 達 し複雑 化 して お

り、災害時の 復1日に手 間 取 る よ う にな っ た 。 そ れぞれ 破

壊される と、生活 や 仕事 が で き な い 社会 とな り避 難 生 活
が 長期化する ように なっ た。

　現 代に お い て 大 ぎ な災害は、社会的 に大き な 損失をも
た らす 。 その ため 「まち づ く り」 の 段階で 災害を拡大さ

せ な い 計画 の 模索 が行わ れて い る所 で あ る。
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4 ，災害概要および復興計画 の特徴

　分析及 び考察 の 対象 とす る事例 は、地 震 火 災 4 事例 6

都市、大火 3 事例 3 都市で ある。こ れ らは歴史的 に著名

で ある もの と．今ま で あ ま り研 究対象 とな っ て い な い が

資料 的 に価 値が あ る と判 断 され る もの を選 択 して い る 。

（1）　1925年　北但馬地震
3 ｝

（対象 豊 岡町
（2〕城 崎町）

　兵庫県北部 。 有史上地震の 記録の 少な い 地 域で の 大地

震。被害 は点 在 す る町 村そ れ ぞれ が壊滅的な 状況 を 記 録

して い る 。 直下型断層地震で あり極め て 限定 した 狭 い 範

囲に 大 き な被 害 を もた ら しでい る。

　 「豊 岡 町復興 計 画 」

　 　 地 震 前 に 計 画 され て い た大規模な 都市改造計画 を継続 して

　 行 う方針を立てた 。 区画整理亊業中心で、条理 状 の 道路計画

　 や用途地区制を取 り入れ た 点に 特徴が あ る。行政側主導の 計

　 画．箏業で あ り．住民側 との 対立 も大 きく事業に 影響した．

　 r城埼町復興計画」

　 　 当時町長の リ
ーダーシ ッ プによる 復翼計画事 業の 摧進．公

　 共 建築の デザイ ン性．防災防火計画の 工 夫、住民参加型 の 計

　 画．区画 整理 事業に お ける住 民の 協力な どが特微とされ る e

　 著名な温泉街で あ り．公共建築物の 設計や 街全体 の 環境 計画

　 の 面で．学 識経験 者 との 人的 交流があっ た ことも特 徴で ある。

（2｝ 1934年 函館大 火 a）
　 （対 象 函 館 市 ）

　昭和初期に 函館市で発生した強風火災として は関東大

震災以 後 、 最大級 の もの 。 こ の 時点で 函館市は 札幌、仙

台 を凌 ぐ東京以 北の 最 大都市で あっ た。火災単独 と して

は人的被害．建物被害 とも非常 に大き い 事例で あ る。

　 r函館市笹興計画」

　　繰 り返 し生 じて い た 大火 に 対 して抜本 的な計画 を行 い ．そ

　 れ が ほ ぼ予定 通 り実施 され て い る。この 計画が全国に 与えた

　 影響 は大き く、都市に おける 防火手法を確立 した事例で あ る。
　 針 画 段 階 か ら内務省や 学会の 意見が発せ られて お り．非常 に

　 浅 目度 の高 い計 画 で あ っ た．

（3）　1946年　南海地 震
s，　 （対 象　新宮市）．

　紀伊 半 島の 近 傍 を震源 と する 大地震 。 都市部で の 被害

が 少 な く．被害総数は地震規模からする と少ない 値で あ

る 。 地震動の 分布域は広 く、震度 5 の 地 域 が三 重県 か ら

熊本県 まで 広 が っ て い る 。

　r新宮市復興計画」

　　戦災復興の 計画段階に 地震に遭い．空襲被宵 とは別の 地域

　 が 被害 を受 けた た め、両 方 同 時 に戦 災復興 と して 事業が 行わ

　 れ た．計 画面 で は 戦災 復興計 画 の 流れ を受 けて い る。区 画 整

　 理事業に お い て狭 小敷地 に関 して 増換地が な され，そ の 上で

　 事業が 成立 して い る点が 特徴的で ある。

｛4）　 1948年　福井地震　 （対象　福井市
・
丸岡町）

　福井県坂井郡 丸 岡町付近 を震源とする直下型 の 断層型

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　 表 2

地震。主として 九頭竜川沖積層地帯 に甚大な る被害 を も

た ら した．地震の 規 模の 割合 に 対 して ，福井平野 部で 全

壊率が 60％ を超 え る な ど被害は甚大で あっ た。

　 r福井市復興計画」

　　戦災 復興途中に 地 震被害を受け．両 び計画 を 立て直 した事

　 例．基本的に は 戦災復 興事桑 と して 行わ れ て い る．地 方都 市

　 の 優遇や 震災に よる 繰 り返 しの 被宙．県 庁所在 地 と して の 主

　 体性、な どの 条件か ら，大規模な道 路計画、区画整理事業、
　 公共土木 事業 を完了 させて い る こ とは 特微的で ある ．

　 r丸岡町復興計画亅

　　戦災 による被害はなか っ たもの の．福井市に 隣接して い る

　 こ とで 、福井市周辺町村と共に、戦災復興事秦の 枠内で復興

　 計画が行われ て い る 。計画思想な どは 戦災復興の 影 響を強 く

　 受けて お り．直線幹線道路の 敷設、道路の 条理化．公 共下 水

　 道の 整備な どイン フ ラの 整備に力が注がれたの と同時に．緑

　 地帯の 醗画 ，丸 岡壊 の復興な ど、復興計画 と して の 特徴も現

　 れ て い る．

（5）　 1952年　鳥取大火

　戦後頻発 し て い た 地 方都市の 大火 事例の 一つ 。非戦 災

都市で 、消防力
・
都市環境

・
建築物状況な どで 非常 に 防

災的に 弱 い状態で 災害を受 けた。頻 発 した 都市大火 の中
で も焼損面積、棟数、罹災人 員など最大級の 事 例で あ る 。

　 r鳥取市復興計画」

　 　 災害 規模が大 きい ため鳥取県が 中心 とな っ て 計画事業に あ

　 たっ た。耐火 建築促進 法の 初めての 適用事例で あ り、lkm 以

　 上に 及ぶ防火建築帯、さらに緑地公園も使用 して 市域の 4 分

　 割 した、な ど防災的手法 もさるこ となが ら、消費型都市か ら

　 生産型都市へ と大規模な都市性の 変更 に 挑戦 した 事例で あ る ．

（6｝ 1976年 酒 田大火
6｝ η

　戦 後 の 大火 の 頻 発 期 か ら数 十 年 が 経 過 し，都 市 大火 の

危険性 の 認識が薄れて きた頃 に発生 した 災害 。 近代的な

消 防設備 を も っ て して も．延 焼 拡 大 を 阻丘で きな か っ た

点で都市大火 の 危険性の 内在を改めて 認識させ た災害 ．

　 「酒 田市火災複興都市 計画亅

　　計画 は国、県．市が プロ ジェ ク トチーム を組んで作成され

　た．こ の ため、針画事 業手続 に関 しては比較的素早 く こ とが

　 運 ん だ．商業 地 区 を 含 む 中心 市 街地 の復 興 が 蚤要 鍛 題 と して，
　 住 宅再建、区 画 整理 事業と と もに 踝 題となっ た こ とが特徴的

　 で ある 。

  ）1993年 北 海道 南西 沖地震
5〕

　 （対象 奥尻 町 ）

　北海道 の 南西沖で 生 じた海底プ レート型地震 ． 北海道
を 中心 に 日本海沿 岸 の 広 範囲 にわ た っ て被害 を生 じた。
地震動 の 被害 もさる こ となが ら、さ らに津波 によ っ て 拡

大 した e10m を 越す 巨大な津波 によ り海浜部の 集落が壊
滅的な被害を受けた。また，奥尻町で は火災 も発生 し．
青苗地 区 は 甚大 な 被害を受けた。

被害数 字 〔地震 火 災 ）

都市名 地鯛名 西麿 従薗人ロ 死賓数 從的戸敦 全頃戸救 蟯央戸歐 焼実団覆 焼食区賊特徴

堀崎町 北但誘  蹊 19253 ．4lo272 置02 o548 約鵬h・ 町内の希街地 区域の 全域

豊鬨町 北但瑪地臓 1925lLO97 関 2，175257Lo31 絢 18臨■ 旧来の 市街地 区 域邸分

甎窩市 嗣渇道壇震 陽孀 31．■25 開 菖．量916002 、39929 ．5h霾 坡下町の 龜稿を残した 中心市街地

福井市 福井堪纔 日 嶋 85．14193015 卩525 聖2．27021069 約 32h・ 城 下町の 名鵄 e 殖 した 噸心市衝地

糞 岡町 鑷井地震 19鱒 5，800 飼 o1 』605 図 IJ 跼 納 17b3 町内の市街地金域

肉尻町 北淘道繭西沖地霸 19934 ．6751981 ，788． 437 鴨 9 約 5h8 1 地区 ‘彎菌埴区〕全喊

衷 3　 被雹数字 （大 火）

都市名 六火名 西贋 従前人 囗 擢災 人員 死 麿数 従前戸 数 躙災 世 帯数 　．焼 夾戸致 焼ヌ…面積 焼損面積

函館市 函館大 火 1934197 ，334102 ．0012 ．0544 ち120 不明 22，6π 415加 約 Il8h墨

島取市 鳥取 大火 1952G3 」8820 ．45暫 3 約 呟3，00085 ．7147 ，240 不明 44．9h3
海田 市 酒 田大 火 191599 ・152． 3，300127 鹽34581 ．023ll77422 ．恥 8 凾5．2晦

拿　：　世轗数で代用　　　　　　醗 隻 面 積 ；焼集 した 地 区の 面積、襄際に塲えた範囲の 口積 と い え6．
飆 画稿 1趨規 した建畿鴇 の床面積の 合計．消防の圀亶で 俚用さ概る．
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r奥尻町葭興計画 」

　被害が多大で ある ためほ とん どの 計画作成 を北海道が主 導
で 行っ て い る。計 画 作成過 程 で 北海 道側 が 2つ の 案 を示 し、
住民側 が 選択を行 う形 を取 っ て お り、この 点 で 住民参加がな

されて い る．津波被書の対策が中心で あ り、住宅の 集団移転
などが特徴で ある。

5 ，事例研究都市間比較

（1） 都 市 の 性格 の 比較

　対象とす る都市がどの よ うな性格を有す る か を考え る

た め に ， 比較で き る項目に つ い て 整理 した も のが 表 4 で

あ る。こ の 項目は、復興計画 の 策定段階及 び事業 進 行 段

階に 密接 に関連す る もので ある 。

　被害都市 に 共通 して い る の は、木造密集市街地 を有 し

て い る こ とで ある が、そ の成立過程 に特徴がある e 城崎

町、奥尻 町以 外の 都市は、周 辺地方 の 中心的役割を担 っ

て お り、またそ の 多 くは旧来 の城下 町 で あ る。大 正 か ら

昭 和期 にか け て、工業の 発展と共 に都市化が進み、そ れ

に 対 して 都市計画 手法が 迫い つ か ず、旧城 下町 の 狭隘な ．
道路綱 を保持 した ま ま．木造密集市街地が拡大 して い っ

た結果、多くの 都市が 延焼火災 に対 して 非常 に弱 い 構造

とな っ て い た こ とがわかる。城崎 町 は 山間 の 木造旅館街，
奥尻町 は海岸沿い の 漁村で あ り、 特殊な建築物条件の 下

で 木造密集市街地 が 形 成 さ れて い る。函館 市 は 当時 人 口

約 20万人 の 大都市で あり、火災もそ の 市街地 を延焼 した

都市型 火 災で ある 。他の 都市に比 べ る と道 路 拡 張や 火 防

線 の股 定な ど多 くの 防災対策 を行 っ て い なが ら、再 度惨

禍 に 遭 っ て い る。こ れ は、延 焼拡大 を促進す る 気象条件

や 北 国特有の建築条件等が 関係 して い る とい え るだ ろ う。

（2）　復興 計画 時の 都市の課題

　災害発生 及び 復興計画を作成す る 時点で の 都 市 の 課題

を整理したもの が表 5で あ る。

　既存計画の 有無 を見て み る と、多 くの 都市が 何 らか の

事業を行っ て い る、また は 仔っ た 直後で あ る 。こ れ は．
事例 都市 が災 害前か ら何 らか の 対応 を 迫られ て い た、と

い う こ とで ある。また、大正か ら昭和初期 に かけて．都

市計 画 法の 適用が 地方に 広が り、地方中心都市や県庁所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衷4

在地 の 都市計 画が 盛 ん に行わ れ た畤 期で ある こ と も
一

因

で あ ろ うv 昭和の 初期 には 災害前 の 福井市や函 館市、ま

た災害後の 豊岡町 や城崎町も都市計画法の 適用を受けて

いる ．そ れ ぞれの 都市で 特徴の あ る先進的 な 都市 計画が

行わ れ て お り，こ の 流 れ を見る と、戦前の 災害復興に お

ける 都市改造 の 盛 り上 が りを読み とる こ とが で き る 。豊

岡町や 函館市 、 福井市 で は既存計画事業の 途中段階で 災
害 に遭 っ て お り．既存計画 の 推進か 変更かとい う選択を

行っ て い る。また災害時の 都市の 抱え て い た 問題点 を 見

て み る と 、 速続 して 災害を受けて い る福井市や 鳥取市 で

は、復 興 途 中 の 仮設 建 築物が 残 っ て い る 状態 で の 災害 が

見られ、被害拡大の 要 因 とな っ て い る。

（3）　復興理 念の 比 較

　そ れぞれ の 災害 に よ っ て作成 され る 復興 計画 につ い て

表6 で 比較して い る 。こ れ らの 項 目は、い ずれ の 災 害 復

興計画に もほ ぼ記載され て お り．比較が 可能で ある 。

　復興理念を見 る と 共 通 して い るの は、 「安全都市 の 追

求］ が掲げ られ ，公共 土木事業や 土 地整備 と 絡めて 、防

災対策を 行 うと い う姿勢が見 られ る こ とで ある 。 それぞ

れ 復興計画の 考え方が述べ られ るが、 「挙町
一

致亅　 （豊

岡町 ｝　「転禍来福亅　（福井市） とい っ たように．こ の 災

害を都市改造の 好機 と と らえ る こ とも 多 く．住 民側 の 負

担 を暗 に示 して い る事例 もある 。

（の　 行政 と住民の 計画合意形成

　復興計画事業は．道路拡張や街区 整 理な ど の ため 土 地

整備の 事業に 最大 の 力 点が 置か れ る。また、こ の 点 で住

民 と の 合意形 成が必 要 とな っ て く る。復興計画 内容 と 区

画 整理 事業の 比較 （表 7 ） か ら住民 との 関係を見 る と 2
つ の 分類がで きる。
  住民参 加型　 （城崎町 ・酒 田市 ・奥尻 町 ）

　　行政側が プラ ンを作成し，それ に 対 して住民が合意

　形成を行 い 、変更等を行 っ た上で事業展開が な され る

　形 で ある。計 画 の 策定段階 で 住民 が 関係す る 場合 は ま

　 れ で あ る が．災害規模が 大き くな り市町村の みで 事業

　対応が難 しくな っ て きた 近年にお い て こ の 方法が 主流

　で あ る 。城崎町 は、地震 被害を受 け た直後 か ら会合を

　積極的に 開催 し．計画 に 対 して多 くの 変更が反 映 され ，

都市の 性格批較

表5　復興計画時の都市の課題比鮫
醗 各 西厨　　　　　 近 傍家急 は 自   ラ康 の飾市　四 砦時の邸霞とレての録題儁　　 　　 　　 　　 　　 　　 近曾の 踐霜副験

墟岨町 1925 本灘測 ll【円山川｝改修工事 河川の氾濫．不況の 彫蟹 　　　　　　　　　　　　　　　河川 の 氾濫による水宵

2 岡町
　　　需川 1円邸 ID 改鯵 工事
1925　 r穴盤岡齢酊
　　　置代郁 邸への脱匐 を図る弐 現 組な 邯吊改漕事粟

餓道聡旃毆による縣市衝塘の盈足 円川 の氾童に よるホ竇

函 団市 1嬲 ・

1921零　躋緯試防火塘区に よる 火防緯設定
192，球か ら面市計回泣圏偲に 茜 つく幹8粗 路齢画お

よび用趣埴区の決定
縁り鱈される大火に吋する抜寧的な対凧 博 20摩 2041戸が火災で 娩 襲

斫音霞 1瓢 51945 牢 　 r臓災皿 日計画 」

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　 1896孚　隅 じ地 区で 810戸 が火踵で 焼央

度匿 なる 毘書か らの贋岡事鷂　　　　　　　　　　　　 1944 軍　取南潟馳8 による住宅儲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 M5 年 窪慢

褶井霞 194519 暫年 飾窃計画法萢用
19‘5年　 職 洪 復則貯凶

臓磯の ’｛ラ ック解湯．邸市齢酉朗な改遒 阻 45年 聖o

姻 町 1945 囎碑沮路壱禽めた溢躡竪鳳．爐をとり塞くホ路緊佃

扇取市 195・ 溜默 a讖 黯綴
窺

触震 搬害か らの住毛画図．塊方印心としての再曁口 19q 年 漏取六地震によ 6 住鴨 竇

廼田市 19麗　 廼田観萠埴区の 区画整瑠事鼠の兜戚 窿瞞 の屠住低 姓宅地の 靈 餬

與尻町 1明 3 津 渡 に”すう対簾 脇自3年　日本潟申 邸噛■による灘 盈腔害
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民意を取 り入 れ た 事業が 進捗 した 例で ある 。 酒田 市、
奥尻町は複数の 計画に 対 し て、住民 側 の 意 向 を 加 え た

上で 決定が行わ れ た事 例で あ る 。 それ ぞれ．職業上の

利害関係の 一致．被害の 全 体感、行政 と一
体感．計画

範囲の 規模がそれほど大きくない ．な ど意見統 一を し

や す い 条件が ある 。

  官 主 尊型　　　　く函館 市 ・豊 岡町 ・戦災復興）

　　官主導で 計画図面を作成 し、そ の 事業 につ い て も 行

政 主 導で 行 う場合で ある ．こ の 場合住民 の 具 体的 な 意

向 が 計 画 に 反 映され る こ とは 少な い 。多 く の 戦災 復 興

都市は こ の 方法で行わ れ て お り、画一的 な 都市 計画手

法 の 展 開 が指摘され て い る 。都市規模が 大き く 被 害 を

受け る側の 階層 も さ まざま で あ る 場合が 多 く、住民内

で の 合意形 成も 困難で あ る た め、住民 参加 形態は 合意

か 反 対 か で 表れ る場合が 多い。函館市は 住民合意がと

れ た 事例で あ り、豊岡 町 は 反 発 を 受け た 事例で ある 。

こ の 相違は 災害経験の 有無が関係 して い る と思 わ れ る。

（S） 防火対策

　防災対 策の 比較 ｛表 8 ） を 見て み る と大 正 時代か ら都

市計画 に お け る 防火 手 法 はそ れ ほ ど劇的に は 変化 して い

な い。道路幅員の 拡張．直線化 に防 火 建築群や 防火 建築
帯を絡 めた もの が 大半で ある 。 総 じて、大火経験の ある

都市 に 関して は 、多 くの 防 災 対策 が 行 われ て い る。
　近 年 の災 害対 策は、消防力の 強化 と 道路幅員の 拡 張で

対応 して い る 。限 られ た敷地 内で 都 市 の 区 画 を 防火建築

群 で つ く っ た 城崎町．道路 と緑地、公 園で 大規 模 な都 市

大火 に 対応で き る 形態を作 り上げた函館市 ・鳥取市か ら

得られる 教訓は、前者は コ ミュ ニ テ ィ レベ ル で後者 は 中

規 模な 都市 レ ベ ル で 防災対 策 の ヒ ン トとな る事 例で あ る 。

  　 その 他

　
一

般の都市計画事 業 と異な る 災害復興計画事業の 特鐓

と して 2 点付け加 え る。

　1 つ は事業の 進捗を ス ム
ー

ズに 行 っ た 場 合 に は、都市

計 画 面で リーダーシ ッ プを とれ る 人間が存在する ことで

ある 。さ らに 都市計 画 の 専 門家 の 協力が 指摘で き る 。優

れ た 都市計画の 策定と行政上の リ
ー

ダーシ ッ プの 存在に

よ っ て、復興計画事業は 円滑に 進むと考察される。城崎

町で は 町長が 住民側に 立っ て、住民 閥の 意志統一を図 り、
県や 国へ 働き か ける などの 活躍ぷ りが町史な どに 書か れ

て い る 。また 函館市 や 福井市，鳥取市で は国か ら派週さ

れ た技師が 計画段階か ら引っ 張 っ て い る。
　 も う 1つ は．大 き な 被害か ら街全体が 立 ち直 る ため に

旧来か ら都市の 象徴的 な存在で あ っ た 建築や オ ブ ジ ェ を

復興の シ ンポルとして掲げる と、住民 意識が 高ま りや す
い とい う こ とで あ る。今回 の 事例で は 城崎 町 の 公 共温 泉

復興、丸岡町の 国宝丸岡 城の復興が そ れ にあたる ． こ こ

に は 都 市 の 歴 史的な 継続性を示 す こ とが で き．町と して

の アイ デ ンテ ィ テ ィ を 衷 しや すい の で はなか ろ うか。

6。復興計画の規定要素の考察

（1）　災 害経 験 と既 存計画の 影響

　函館市や福井市．鳥 取 市の 事 例 か ら、災害経験 が ある

表 6　復興計画内容比 較

都市名 西眉 配四理 念 栂微 儲考

城崎町 ：925 「遼 衆復興」 閉 じた部市空閧での防災計 画 住民協 力型、まちの 復日と住民生活が直結
2 岡町 1925 「攣町

一融」 ．公装事簾優先 既得計国の促進 行敵主導型で住昼 と対立

函餌市 193‘ 防火 部市の建 設 耐火摘遭促逡．総舎的な防火都市の 建設 零織計 薗 へ の 内路省の 参加．
噺宮市 1945 （財災 復寅｝ 職災矼同事雄に 追加 　　　　　　　　　　区面整理鷹議の ス ム ーズさ

招井市 194巳 ‘戦災 復剛 　　公共 專鑓優先 戦災嵐岡の翫れ．皿存計酉 の喫更　　　　　大規穫 な 公甚事議，都 市酋遭成功

丸岡町 蓴945 く戦災 復剛 　　公其 蓴鴛優先 啜輿蹴興窶飜に 欄鍛 り　　　　　　　　　　大規極 な公薬事 蹴 、飜 の 部市成最大

島取爾 1952
溺費輩 郁訂か ら生蘆 型 都宙 へ の 覗 却

防火都 市の遮 設
既存計囲の児匱 し 日本初 の防火商店街

湎 田窃 巳976
土地区 囲壁理 聯議による防 爽邯市
齊店街 復興
住 宅地 の整眞

国鼎市の プ 囗ジ ェ ク トチーム に よる計画 迅遮な 対応．低い 減 捗串に よ る区団亙理巴飜

奥尻町 1993 「安全な．畳かな、快適なまちづくり亅 北海道 によ るプラ ン撮示 タイブ別の提山プ ランを住民 によ る脳択

裘 7　土 地 整備葛 業 の 比 較
都市名 鑑窖 俸　被窘 串

塗 1 焼 朱区域網性 事窺方法 祝 岡事粛団殯 減歩串 住艮特性

厩崎町 19257B ，朧 金域 土地 区面 腔理 約 量o隔 o．Io 温泉昼髀 心

豊岡町 192559 ．鷹 旧市 街地部 土 地区団蟄瑶 市域全賊 o．10以下 社鹽運勧活晃

函餌市 193455 ．腐 中心市 街地 土地区 酋盆瑠 約 425」8 o．22 防火 対 珮 に理解

新實窃 194535 ．6竃 臓 災と別 煽所 土地区西整理 30．2h・ o．鵬 官主趨に 理解

郷井市 194379 ．o審 眠 災と且 猛る 土地区函黶理 595b8 【555h亀
亀 2

， o．15 宮主導に理解

丸岡 町 搏赭 mo．　o竃 全 賊 土地区 画整理 約 70．2h8 不明 冒主導に 理解

鳥取市 195244 ．o臨 卑心痂街地 土埴区 面整理 約 55畑 不明 官主導に理解

酒田 霧 19753 ．7瓢 市街地 邸分 土 埴区面盤理 31．9h■ o．12 都市再日に窟欲

臾尻 町 199菖 35．o竃 津渡被害 漁 鐫鎮落環壌 整倒 約 15h8 喉 し コ ミ ュ ニ ティ の 力大

註 1　 置8 覃 ＝く旋 炎戸 鉉 寺 全塙戸数，ノ 峩鴫 の 殳戸歇

注 2　 土駆 画整理8 竃の西 積

表 8 　 防災対策などの 比較 ｛3P

齡 名
　 　 遵路拡弧 ・
西日
　　　 匿襯 ヒ

防火

瞳競帯
防火

蛤競霹

防火 ブロ ッ

クの考 え方
縁地帯 公園 土 ホ工事

公 跳施殴の

耐火鵄簾
学佼聾偏 そ の他

驢崎 町 1925o O O oO 0 河 川改修 外湯の 復既
豊 岡町 1925O Q o o o 河川敢修
函館宙 193■ o O ° σ O ． oooO O 55馴の広帽 貝道 路
斬實斎 1945o o o 部 市ホ 利の肇億
福井市 19網 o o oo0o o O 広 範囲で公 共施殴壁備
綱 町 19胡 o O00 シ ン ポルで あ る 丸岡城復興
働取市 1952O o OooQo 用途題熾の変更
酒田粛 1976o o 0o 用途地域の窟毘
興尻町 19930 00O 一田驂転 　諏渣幻策

喫 函 館 市の 防火 地区毅定は実親が不 十 分であ った
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都市の 場合に は、今 までの 災害経 験 を基 に計画 が 作成 さ

れ．防災対策を積極的に 採用す る計画 が なされる とい え

る。さ ら に、住民側も計画事業 に対 す る認識が 高 く．総

じて 合意形成が 行 い やす い 下地がある と い え る。ま た都

市計画 の 既存計画の 存在は 、

一
般的 な都市課 題 の 抽出や

道路計画、区画整理 の 線引 きが で き て お り、迅 速な対 応

とい う面で 非常 に有用で あ る と思わ れ る。しか しなが ら，
通 常 時 の 計 画 段 階で 住民と 合意形 成 がな され て い な い 場

合 に は、非常時 とい う理由 で 進め よ うとして も、う ま く

い か な い 場合が あ る 。

（2） 住 民の 合麓 形成 条 件

　 都市計画事業の 際に 行政側の 計画 を住民に 説明 し、合

意を 得 る こ とは 非常に 困難 で ある 。こ の 最大 の 理 由 は住

民側に 何 らか の 代償を払わ せ る こ と に な る か らで あ る。
しか し災害復興計画は、災害時 の 緊急計画 とい う面で 住

民マ イ ン ドは 合意形成に プラス に 働 く要 因 が あ る。こ の

点を計画作成 の際に どの よ うに と らえ たか で復興計画事

業 の 性格が規定さ れ て い る。豊岡町の 事例で は、被災地

区 だけ で な く既存の 事業計画範囲全体を対象と して 、大

規模な都市改造計画を継続 した 。 そ の 後結局住民の 反 発

を受け事業中断に 追い 込 ま れ た．こ れ は 被 害地区以外の

住民の 同意が 得られ ない こ とが原因で あ っ た a
一
方、福

井市の 事例 で は、戦 災復興の 計画時 には 住民の 反発が強

か っ た が．連続 して起きた地震災 害 によ る ダメ
ージが 大

き く、行 政へ の 反発力が落ちたと言え る。ただ しこの 場

合は、行政側も計画を大幅に 変更 して お り、都市改造 と

．復興事業が 成功 した事例 と して と らえ られ て い る。

（3）　蓴 門家 集団の参加

　都市計画 に おけ る 防災技術の 進歩は 建 築技術 の そ れ ほ

ど速 く な い が，そ れ ぞれの 都市の 特性 に あっ た効果的な

防災手法を 描 く に は、や は り専 門 家 集 団 の 力 を借 りな け

れ ばな らな い。事 例 研究に お い て ち多 くの 都市で 内務省

や 建 設 省と い っ た 国の 職員．大学 教授 と い っ た 人 々 の 関

係が示 され て い る。函館市や 福井市．鳥取市 とい っ た 特

織 あ る 復 興 計画 事 例は、計画 段階で 都市計画 や 土木 の 専

門家の 存在がはっ きりと現れて お り．当時最新の 都市計

画 お よ び防災技術 を数多 く計画 に 反映す る こ とが可 能 で

あ っ た。

7．まとめ

　
一
連の 復興計画 を比 較す る と計画 の 内容 に 関 して は そ

れほ ど変化はして い ない 。防火 手 法 は科 学 的 に証 明 され

理論 立 て て 、よ り効率的 に 使用 され る よ う に な っ た も の

の、基本的な考え方は同 じで あ る 。 復興事業の 進め方も

区画整 理事業 に よ る道路 ・公共 工 事中心 の 土 木的な対応

が主で あ り大 きな変化はな い。
　復興計画は個別性が 重 要視 され る計画で あるが、災害

に よ る 相違 よ りむ しろ 都市性 に よ る 相違 の 方が 大き い．
今回 の 事例研究 を見て も．事業や 計 画 にお け る問題 の現

れ 方は災害種よ りむ し ろ，行政 と住民と の 関係で 現れ る

もの で あ り 、 同じ災害で も都市 の性格に よ っ て、そ の 被

害の 現 れ 方や そ の 後の 復興事業 に お ける 問題 の 現 れ 方が

違っ て くる 。 つ まり、時代 にお い て変化 し て い る の は、
計 画 を 受 け る側 、都 市 に住 む人 々 の マ イ ン ドで あ り、都

市 計画 に対す る考 え方や知識 で ある と考え る e

　ま た、災害を契機に大 規 模 な都市計画 を 半ば強引に 進

め が ち で あ る が、以前か ら計画が ある 事例 に 関して は、

災害前に すで に行 われ た 住民の 合意形成過程を復興計 画

の 段階で さ らに もう
一
度踏むこ とが必 要で あ る。そ の 計

画 の 作成に際 して ．専門家集団との 綿密な考察を行 っ た

上 で、災害後の 都市 に対応 した 復興計画を考える こ とが

求められ る。計 画 を 出す側 と受 け る 側、両方 の求 め る レ

ベ ル が 一
致す る も の が ．そ の 時点で 都市 に と っ て 最遮な

復興計画で ある と考え る 。　　　　　　　　　　　　　　 ¶

　こ の よう に復興 計 画 事業 を省み る と、旧来 の 計画 は時

代が 違 う と い う理 由で 見過 ごすよ りは 、積 極 的 に学 ぷ べ

きで あ る と考え る。計画事業を規定する 要因は 変化が少

な い の で 、どの よ うな 策が 効果的 で あ るか は、過去事例

で見 当 は つ く。日本で は 大小様々 な都市規模 の 復興 計画

事業 を経 験 して お り．都市規模別の 問題点や 有効施策を

整理 し、さら に詳 し く分 析 す る こ とが 必要で あ ろ う。今

後，将来的 に復興計画を考え て い く上 で、施策別 に適正

計画 規 模 を把握す る こ とが 重 要で あ り．ど の レベ ル の 計

画 を どの 段階で 打ち出すの か判断す る 力が 必 要で あ ろ う。

補注

（1）内藤克人、鎌 田 慧 （L99i），厂大震災復興へ の 警鐘亅．岩波書店，
　広原盛明 （1996》，「震災 ・神戸都市 計画 の検証

一成長 型都 市

　 計画 とイ ン ナ
ーシ テ ィ 再 生の 課題 亅 ．自 治体 研究 社、な ど．

（2｝現在の 翌岡市 （兵廊 県｝。
（3）防火建築帯とは道路 上など線形 で防 火 建築を 並ばせ る こ と。
　防火建築群 とは．都 市の要所に 防火 建築 を集 め た 地区を固め

　る こ とで防火 区画 を形成する こと b 両方 とも 防火 ブ 囗 ッ クの

　形 成に 関係して く る。防 火 ブ ロ ッ ク と は．防 火 建 築や 道路．
　緑 地帯．河 川 と い っ た延 焼遮 断 効果の あ る都市構成物 に よ っ

　て 都市 を区 画す る こ とで ある ．
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